
−  142 −

７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり、１頭（1000羽）当たり）

［生産販売］ 金額：円

販売量 A 3,150
市場単価 B 1,108
単位 Kg
主産物　　　　　 C：A＊B 3,490,092
補填金等 D  
副産物・作業受託料等 E  
計 F：C＋D+E 3,490,092
（販売経費差引） G：F-R 2,201,287
手取単価 G／A 699

種苗費 6,653
肥料費 142,280
素畜・種付費  
飼料費  
農業薬剤・診療衛生費 81,271
動力光熱費 39,546
諸材料費 ・敷料費 213,951
小農具費・作業衣料費 7,200
賃借料・料金  
物件税 ・公課諸負担 7,796
保険共済費 46,228
土地改良・水利費 9,100
修繕費 122,003
減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) H 446,159
生産管理費 19,600
物財費計 1,141,787
労働費 I 1,037,500
費用計 J 2,179,287
副産物価額差引生産費 K:J-E 2,179,287
支払利子 L 57,431
支払地代 M  

N:K+L+M 2,236,718
自己資本利子 O 8,666
自作地地代 P 10,000

Q:N+O+P 2,255,383
選果出荷経費 560,644
運賃 302,370
手数料 425,791
計 R 1,288,805

406,467

39,692
　大動物  

　家族労働見積費 S：T＊1,250円 1,037,500
　雇用労働費 U*1,250円  
　労働費計 I 1,037,500
　家族労働時間 T 830
　雇用労働時間 U  
　労働時間計 V 830

W：N－S+R+E 2,488,023
X：F－W 1,002,069

X/G 46
X/T*8時間 9,658
Y:X-O-P 983,404

Y/T*8時間 9,479
Q/A 716

(Q+R)/A 1,125
V 830

　建物・施設 749,928
　農機具 79,384
　大動物

　合計 829,312

【参考】[法定耐用年数に基づく(償却率100%)減価償却内訳]

減価償却

内訳

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)

　農機具(50%償却済)

労働時間

家族労働報酬

農業所得率

単位当たり生産販売費

［経営成果］

労働時間

内訳

減価償却

内訳

H

支払利子･支払地代算入生産費

全算入生産費

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

［減価償却費内訳］

［労働費及び労働時間内訳］

農業総収入

農業粗収益

農業経営費（販売経費を含む）

［費用］

販売経費

労働費内訳

アスパラガス

１日当たり農業所得

１日当たり家族労働報酬

単位当たり全算入生産費

項　目　／　品目名

主産物

販売金額

農業所得

物

財

費費

用
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１．技術体系の特徴

人 ａ

経営耕地面積 水田 40

畑

1 千円 4 円

2 千円 5 時間

3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐 用

年 数

千円

4 1 14

2 1 7

2 1 25

1 1 24

1 1 24

1 1 7

1 1 7

1 1 7

1 1 4

4 1 7

4 1 7

4 1 7

4 1 7

4 1 7農

機

具

ビニールハウス

トラクター

動力噴霧機

加温機

炭酸ガス発生装置

統合環境制御装置

建

物

・

施

設

農機具倉庫

経営・技術の特徴品目・栽培型及び規模

ミニトマト促成 40 １．接ぎ木セル苗購入

２．防虫ネット使用

３．交配はマルハナバチ利用

４．共同選果

５．炭酸ガス施用

６．統合環境制御

品目
家族

労働力

年 間

償却額

施設野菜専業

経営　Ⅴ
3

28,120

農業総収入

取得価格

3,085

農業経営費

農業所得

種類・規模 型式・構造・能力

低コスト耐候性ハウス：1000㎡

6,229

１人当たり年間労働時間 1,579

14

86,370

10,523１日当たり農業所得34,349

34

111

5,671

重油タンク 1.9ｋL 479

345

278 20

計 3,44894,753

1,890 79

236

20PS、140cm幅ロータリー装着 1,560

184 13

トラック 軽トラック 1,324 166

7,424 530

循環扇 1セット/10a 910 65

2,098 150

自動換気装置 1000㎡用 3,943 282

5,886 420モニタリング装置込み

100,000kcal

可搬式（5ＭＰa）

管理機 6.2PS

想定した営農類型　 施設野菜専業経営　Ⅴ

千円

作業及び収納舎 軽量鉄骨　60㎡

防油堤

軽量鉄骨　20㎡

経営目標

1,75723,605計

（ハウス本体工事、二重カーテン（自

動）、換気扇、灌水チューブ、電気工事

込み）
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３．技術体系（ミニトマト促成）
（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

（セル苗定植） セル苗定植の場合は、二次育苗を省

略。

草勢が強くなる傾向があるので、注意す

る。

（本ぽ）

病害虫防除
土壌消毒

ガス抜き
７月 トラクター 2 3 6

土壌消毒剤

古ビニール
県病害虫防除基準による。

耕うん・整地 ８月 トラクター 2 2 4 堆肥　2,000kg 完熟堆肥を施用し深耕する。

施肥 基肥施用 ８月 トラクター 2 2 4

石灰質資材

            100kg

10a当たり成分

　N　　　  30kg

  Ｐ２O５   25kg

  Ｋ２O    30kg

施肥量は土壌分析を参考にする。

　Nの分施割合

　基肥 40％：追肥 60％

うね立て ８月 管理機 2 4 8 　うね幅 1.8m

かん水資材

設置
８月 2 3 6 かん水チューブ

マルチ被覆 ８月 3 2 6 ポリマルチ
マルチは、低温期になるまで畦の肩部

まで上げておく。

定植 ８月 3 6 18
　株間55㎝（２条）

　10ａ当り　2,020株

支柱立て ９月 3 8 24

支柱

エスター線

誘引ひも

横張りは、８～10段程度

使用資材 技術の重要事項

作業体系

作業の

種類

栽培技術

定植準備
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（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

かん水 ９月～６月 1 39 39

着果後から徐々に量を多くする。

草勢に応じて少量多回数のかん水を行

う。

誘引 ９月～５月 3 45 135
誘引ひも

誘引クリップ

２段までは直立に誘引し、その後は斜め

に誘引する。

追肥 ９月～５月 1 34 34
第３花房開花期から１段果房おきに液

肥施用。

腋芽かぎ

摘果

摘葉

９月～５月 3 38 114 ハサミ

腋芽は早めに除去する。

１果房当たり30～50個を目安とする。

摘葉は収穫が終った果房までおこなう。

ホルモン処理

マルハナバチ交

配

着果促進 ９月～５月 1 10 10
ホルモン処理剤

マルハナバチ

マルハナバチ利用による交配。

下段花房（１～３段）はホルモン処理を

行う。

病害虫防除
薬剤散布

耕種的防除
９月～６月

動力噴霧機

トラック
2 36 72

県病害虫防除基準による適正使用。

マルハナバチへの影響を考慮する。

統合環境制御 10月～５月

加温機

循環扇

自動換気装置

炭酸ガス発生装置

統合環境制御装置

1 30 30

A重油7,200L

灯油1,500Ｌ

厳寒期の保温対策の実施

　最低温度　12℃以上確保

　昼間温度　25～28℃

自動換気装置、炭酸ガスは自動制御

収穫 10月～６月 3 240 720
コンテナ

収穫台車

出荷 10月～６月 トラック 1 50 50 裂果果実の混入に注意する。

後かたづけ
ほ場環境浄

化
６月～７月 トラック 2 10 20 収穫終了後にハウスの蒸し込みを行う。

計 1300

作業体系

使用資材 技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術

管理
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